
第6回大学加速器連携協議会

日時：8月6日 11:40-12:40
場所：加速器学会年会会場（東京都市大学世田谷キャンパス）7号館3階 73A

議題
1. 大学加速器連携協議会について（KEK加速器 小関）
2. KEK加速器科学国際育成事業（IINAS-NX）（KEK加速器 小関）
3. KEK加速器科学インターンシッププログラム（KEK加速器 小関）
4. 大学加速器施設からの近況報告
「東大原子力国際専攻（東海）の加速器における教育研究活動」（東大原子力国際専攻 坂上）
「九大加速器・ビーム応用科学センターにおける教育研究活動」（九大加速器・ビーム応用科学センター 米村）
5. VR技術を用いた加速器表現の進捗（KEK外部連携推進部 古坂)
6. AxeLatoonの活動報告（KEK加速器 大谷）
7. ディープテックスタートアップの社会的意義（広島大先進理工系 栗木）
8. その他



大学加速器連携協議会の役割

日本の加速器開発及び加速器応用研究には以下の二つの流れがあります。
（1）新しい原理に基づく小中型加速器の開発や要素技術開発と多様多彩な利用の創造そして優秀な
次世代加速器人材の育成です。
（2）世界の加速器技術の粋を集めた巨大加速器開発とそれを利用した世界最先端の巨大科学推進

現在は（1）を全国約40カ所の大学の加速器施設が担い、（2）を大学の加速器科学施設の活力から
生まれた高エネルギー加速器研究機構（KEK）等が担っています。

大学加速器施設とKEKが担う二つの流れは別々ではなく、相互になくてはならない存在です。
加速器を取り巻く難問題を打破し、大学加速器施設やKEKにおいて加速器発展の夢を活発に語れる環
境を共に作り上げていくために、各大学の加速器施設とKEK加速器研究施設が、

（ア）大学加速器施設とKEK加速器研究施設の情報共有、
（イ）加速器技術向上や加速器科学の新展開に関する検討（協働プランの策定等）、
（ウ）大学加速器施設の維持・管理・運用や機能向上に関する相互扶助・協力、
（エ）加速器関連の人材育成

等を共同して促進する全国組織母体「大学加速器連携協議会」の設立を提案いたします。

2017年「大学加速器連携協議会設立趣意書」からの抜粋



大学加速器施設一覧第三版

2017年12月「大学加速器施設一覧」を発行
48大学加速器施設を収録

2020年3月「大学加速器施設一覧（第二版）」
60施設を収録

2025年3月「大学加速器施設一覧（第三版）」
54施設を収録

第三版へのご協力ありがとうございました。



2020年3月（第二版）以降に建設された大学加速器
1．KEK, 教育加速器KETA(KEK Education Training Accelerator）
2．KEK, 赤外FEL

第三版であらたに追加した大学加速器（リストからもれていた施設）
1．東大原子力専攻, ブランケット棟（電子線形加速器）
2．京大複合原子力科学研究所, 30 MeVサイクロトロン

2020年3月（第二版）以降に廃止された大学加速器（他機関への移設を含む*）
1．東京理科大学総合研究院赤外自由電子レーザー研究センター 40 MeV電子線形加速器*
2．早稲田大学理工学術院 コッククロフトウォルトン型 200 keV電子加速器
3．早稲田大学理工学術院 6 MeV 電子線形加速器
4．東京工業大学先導原子力研究所 ペレトロン 5SD-HC2（0.5-8 MeV）
5．東京工業大学先導原子力研究所 NEC 5SDH-2（1.7 MeV）
6．京都大学化学研究所 7 MeV陽子線形加速器（RFQ, アルバレ型DTL）
7．京都大学化学研究所先端ビームナノ科学センター 陽子蓄積リング*
8．大阪府立大学研究推進機構 コッククロフトウォルトン型 電子加速器（40-600 keV）
9．大阪府立大学研究推進機構 電子加速器（Ｓバンド、4-15 MeV）
10．広島大学バンデグラフ加速器実験室 AN-2500（0.25-2.5 MeV）



KEK加速器科学国際育成事業（IINAS-NX）

IINAS-NX はKEKで行われていた大学との連
携に関わる２つの事業、

（1）加速器科学総合育成事業（2005年～）
（2）大学加速器連携ネットワークによる人
材育成プログラム（IINAS）（2018年～）

を統合・発展させ、2022年に発足。
「未来を担う研究人材の育成」を目指す。

事業の概要

IINAS-NX

https://www2.kek.jp/kokusai/iinas-nx/ja/



IINAS-NXが行った国際スクールの開催支援、教材開発支援（2024年度実績）

採択25件
参加人数 > 800名

山中卓氏（KEK国際企画課IINAS-NX 推進室）によるまとめ



加速器科学に関する教材開発
山中卓氏（KEK国際企画課IINAS-NX推進室）によるまとめ



KETA セミナー
・対象は学生、これから加速器に関わる研究者・技術者
・講義とビームを使った演習（5日間）
・定員５～10名程度
・参加は無料、学生の希望者には経費支援（旅費等）あり



KEK 加速器科学インターンシップ事業
- 国内の学生に加速器のビームを使った実験の場を提供するプログラム（2017年～）
（海外の学生向けにはSOKENDAI summer student program がある）
- 加速器科学の発展に寄与する人材育成を目的として、大学の学部生（3，4年生）および高専の専
攻科の学生にビームを用いた実習の機会を提供する。一つの課題につき、２～５名程度、期間は
２日～2週間

- 対象はKEKの加速器群：J-PARC, SuperKEKB, PF, PF-AR, ATF, STF, cERL, iBNCTほか
- 現在、今年度の参加者募集中。年内実施分については応募締切が8月29日。

加速器科学インターンシップ

https://www2.kek.jp/uskek/acc-internship/index.html

2024年度は14大学から25名が参加



学生や大学の指導教員がKEKの教職員と相談のうえテーマを提案することも可能。
2024年度は16名が企画委員会のテーマで、9名が独自のテーマで実習した。

2025年度は学生の旅費、滞在費を全額KEKが負担する予定。

テーマの例（企画委員会が用意した内容）

テーマ１：cERL における高品質DC 
電子銃を用いたビーム実習
概要：cERL において高品質DC 電
子銃の運転を経験する。直流高電圧
を印加して電子ビームを取り出し、
各種のビーム診断装置を活用しなが
らビームを操作するとともに空間電
荷効果などのシミュレーションをお
こない実験結果との比較検証をおこ
なう。
受入人数：3～4 人まで
実習場所：つくばキャンパス
対応教員：山本将博、高井良太
放射線業務従事者登録：必要

テーマ２：電子陽電子ビームの計測及びそ
の操作
概要：加速器の基本原理として、ビームの
加速、偏向、収束などの操作を行い、操作
後のビームを計測する
受入人数： 5～6人程度
実習場所：つくばキャンパス
対応教員：諏訪田 剛
放射線業務従事者登録：必要

テーマ３：加速器用超伝導電磁石の磁場性能評価試
験の実習
概要：SuperKEKB ビーム最終集束用超伝導4 極電
磁石R＆D 機を液体ヘリウムにより温度-269℃まで
冷却し、1000A 程度まで通電後、ハーモニックコ
イルにより超伝導電磁石の磁場測定を行う。
人 数：5 人まで
実習場所：つくばキャンパス超伝導低温真空実験棟
対応教員：大内 徳人、有本 靖、大木 俊征
放射線業務従事者登録：不要



申込期間：6月4日（水）～8月25日（月）
テキスト希望者は8月20日（水）厳守



IPAC2028の東京開催

第1回国際粒子加速器会議（IPAC’10）は2010年に京都で開催。今回はIPACの
18 年ぶりの日本開催となります。

日にち: 6/4（日） ‒ 6/9（金）
学生チュートリアルを6/3（土） ‒ 6/4（日）に実施

会場：東京国際フォーラム

組織委員長： 小関 忠 (KEK)
プログラム委員長： 坂本成彦 (RNC, RIKEN )
現地実行委員長： 佐藤洋一 (J-PARC, KEK)

ご支援をよろしくお願いいたします。



・各施設の連絡先が変更になる場合は、大学加速器連携協議会の事務局にお知らせください。

・旧KEK回路室でストックしていたモジュールの無償譲渡は引き続き受けつけています。

・大学加速器を運用するうえで困りごとや相談ごとがある場合は、事務局までお知らせくださ
い。すぐに解決することは難しいかもしれませんが、内容によってこの協議会の内外のどな
たに相談すれば良いかをアドバイスすることは可能かと思います。

事務局から




